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わ
な
を
設
置
す
る
場
合
も
、
た
だ
設

置
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

動
物
の
動
き
や
地
形
な
ど
を
見
な
が
ら
、

ど
こ
に
設
置
す
る
の
が
適
切
か
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
わ
な
を
設
置
し
た
後
も
見

回
り
が
必
要
で
す
。
わ
な
は
仕
掛
け
た

ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
毎
日
現
場
を
確
認
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
実
際
に
山
や
現

場
に
入
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

■
捕
獲
に
は
ど
の
よ
う
な
難
し
さ
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
鳥
獣
を
目
撃
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
わ
な
を
設
置
し
て
捕
獲
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
実

際
に
ど
こ
で
目
撃
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

後
ど
こ
へ
移
動
し
た
の
か
な
ど
、
現
場

の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
市
街
地
で
は
、
人
が
生
活
し
て
い

る
場
所
で
の
活
動
と
な
る
た
め
、
安
全

面
に
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
捕
獲
は
「
捕
ま
え
れ
ば
終
わ

り
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

捕
獲
し
た
鳥
獣
を
ど
う
処
理
す
る
の
か

■
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
寒
河
江
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、

山
形
県
猟
友
会
西
村
山
支
部
寒
河
江
分

会
が
中
心
と
な
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
や
見

回
り
な
ど
に
よ
る
、
農
作
物
・
生
活
環

境
へ
の
被
害
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
寒
河
江
分
会
に
は
お
よ
そ
40
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
隊
と
し
て

活
動
す
る
人
数
は
25
人
で
、
平
均
年
齢

は
65
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
市
街
地

で
の
目
撃
情
報
が
入
っ
た
場
合
に
は
、

ま
ず
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
対
応
を

考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
捕

獲
し
た
鳥
獣
を
埋
設
で
き
る
場
所
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
捕
獲
活
動
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
捕
獲
後
の
処
理

ま
で
含
め
た
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
隊
員
か
ら
は
、
本
市
に
新
た
な
鳥
獣

の
処
理
を
行
う
施
設
を
設
け
て
も
ら
え

な
い
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

捕
獲
し
た
鳥
獣
を
適
切
に
処
理
で
き
る

場
所
が
身
近
に
あ
れ
ば
、
隊
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
継
続
的
に
鳥
獣

被
害
対
策
を
行
う
上
で
も
重
要
な
施
設

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

寒河江市鳥獣被害対策実施隊
～鳥獣被害の現場から、地域の安全を守る狩猟者たちの思い～

特 集
　近年、全国各地で熊やイノシシなどの野生鳥獣が人里に出没するニュースを目にする機会が
増えており、私たちにとって身近な問題となっています。本市でも、鳥獣が出没した際の対応
や農作物への被害防止などに取り組んでいます。その現場を担っているのが、寒河江市鳥獣被
害対策実施隊の皆さんです。今回は、現場で活動する皆さんにお話を伺いました。 

熊捕獲用の箱わな熊捕獲用の箱わな
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ま
た
、
狩
猟
は
、
免
許
を
取
得
し
た

後
に
、
現
場
で
の
経
験
を
重
ね
、
技
術

や
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
で

一
人
前
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
山
の
地

形
や
動
物
の
習
性
、
わ
な
の
設
置
場
所
、

現
場
で
の
判
断
な
ど
、
実
際
の
活
動
で

得
ら
れ
る
経
験
や
、
現
場
で
捕
獲
を
す

る
際
の
ル
ー
ル
や
秩
序
を
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
若
い
人
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
経
験
の
あ

る
隊
員
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
10
年
、
20
年
先
を
考
え
た
と
き
、
同

じ
形
で
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
鳥
獣
被
害
対
策

は
、
捕
獲
そ
の
も
の
だ
け
で
完
結
す
る

も
の
で
は
な
く
、
捕
獲
す
る
前
の
現
場

で
の
判
断
か
ら
、
捕
獲
後
の
処
理
ま
で

を
一
つ
の
仕
組
み
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防

ぎ
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
現
在

活
動
し
て
い
る
隊
員
の
経
験
を
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
実
施
隊
だ
け
で

解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥
獣
が
人
里
に
下
り
て
こ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す
。
鳥
獣
に
と
っ
て
「
人

里
に
行
け
ば
食
べ
物
が
あ
る
」
と
い
う

環
境
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
や
、
住
宅
地

周
辺
の
環
境
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

な
ど
、
地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も

「
捕
獲
す
る
人
」
と
「
被
害
を
受
け
る

人
」
と
い
う
関
係
で
考
え
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
本
当
に
必
要
な
の

は
、
そ
の
両
方
が
同
じ
地
域
の
問
題
と

し
て
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
場
で
活
動
す
る
実
施
隊
と
行
政
、

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

■
今
回
の
取
材
を
通
し
て

　
普
段
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
う
し
た
現
場

で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
一
方
で
、
担
い

手
の
高
齢
化
や
活
動
を
支
え
る
環
境
な

ど
、
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
た
と
き
に
、

地
域
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
鳥
獣
被
害
の

現
状
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対
応
を
担
っ

て
い
る
方
々
の
思
い
や
苦
労
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
日
々
活
動
さ
れ
て
い
る
、
寒

河
江
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎（
８
５
）１
７
６
８

■
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
課
題
は
、
隊
員
の
高
齢
化
と
担
い
手

不
足
で
す
。
現
在
、
平
均
年
齢
が
65
歳

を
超
え
て
い
ま
す
。
年
齢
層
は
幅
広
く

80
代
の
隊
員
か
ら
若
い
世
代
の
隊
員
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
人
が
次
々
に

入
っ
て
く
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
獣
が
出
れ
ば
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
わ
な
を
設
置
す
れ
ば
毎
日
の
見

回
り
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

活
動
を
長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

一
定
の
人
数
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
朝
の
見
回
り
は
、

人
数
が
少
な
く
な
れ
ば
、
一
人
一
人
の

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

被害を受けたりんご被害を受けたりんご

枝を折られたさくらんぼ枝を折られたさくらんぼ
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　定例会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。
ここ ががポイント

令令 和和 ８年年 ９月 定 例 会月 定 例 会
（ （ ９月月２日～日～９月月28日 日 //27日間）日間）

総務費 22.2％総務費 22.2％

民生費 32.3％民生費 32.3％

一般会計歳出
（目的別）
一般会計歳出
（目的別）

医療や介護、子育て
等に使われる費用
医療や介護、子育て
等に使われる費用

建設関係のほか、
除雪も
この項目です。

建設関係のほか、
除雪も
この項目です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

使用目的が
決められている
お金です。

使用目的が
決められている
お金です。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

商工関係のほか、
観光振興も
この項目です。

商工関係のほか、
観光振興も
この項目です。

支出

収入
一般会計
歳入
一般会計
歳入

土木費
9.2％
土木費
9.2％

商工費
7.0％
商工費
7.0％

消防費
3.0％
消防費
3.0％

その他
0.8％
その他
0.8％

市税
21.2％
市税
21.2％

寄付金
8.9％
寄付金
8.9％

自主
財源
47.7％

自主
財源
47.7％

依存
財源
52.3％

依存
財源
52.3％

繰越金・諸収入等
17.6％
繰越金・諸収入等
17.6％

地方交付税
地方特例交付金等
20.9％

地方交付税
地方特例交付金等
20.9％

国庫支出金
13.9％
国庫支出金
13.9％

県支出金
6.3％
県支出金
6.3％

その他
5.7％
その他
5.7％

市債
5.5％
市債
5.5％

農林水産業費
2.3％
農林水産業費
2.3％

教育費
10.9％
教育費
10.9％

衛生費
6.3％
衛生費
6.3％

公債費
6.0％
公債費
6.0％

市民１人あたり市民１人あたり
63万8420円63万8420円

寒河江市の令和７年度決算を認定
認第１号～認第７号、議第36号～議第37号

歳入　257億5971万円（0.1％減）
歳出　246億4108万円（0.1％増）
　  実質収支　9億1843万円

令 和 ７ 年 度 決 算

主な事業会計 収　入 支　出

市立病院事業会計
収益的 20億5217万円 21億1263万円

資本的 1億8015万円 2億3578万円

水道事業会計
収益的 10億7991万円 9億9929万円

資本的 3億9718万円 7億3089万円

主な特別会計 収　入 支　出

国民健康保険特別会計 40億6839万円 39億2195万円

介護保険特別会計 45億6764万円 45億 141万円

　一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、寒
河江市の令和７年度決算を本会
議および決算特別委員会で審査
しました。
　その結果、全ての決算が認定
されました。

一般会計決算
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多種多様な働き方を求める若者を支援
　歳出第２款　総務費　【まち・ひと・しごと創生事業】

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�若者の創造性育成および新しいワークスタイル創出支援事業の具体的な成果は。 
Ａ．�エリアイノベーション、AIリテラシー、インバウンド観光などをテーマとしたワーク

ショップを５回開催し、80名を超える参加があったことや、寒河江型の経営支援システム
「NextBizBy寒河江市※1」を運用し、サービス登録者が216名であったこと、また、新しい
ビジネス展開のための勉強を行う「ローカルビジネス大学寒河江校※2」は、第２期生とし
て９名が受講し各々のビジネスプランを発表しました。

※1　�これからの寒河江市の経済成長を持続的に実現するデジタル×アナログの実行力の高い仕組みをつくり、
地域を盛り上げ、豊かにすることを目的とした新しいコンテンツ。LINEと連携し、経営支援および創業支
援を行う、経営者、役員、社員、個人事業主、創業希望者の方々を対象としたシステム。

※2　�ビジネスを始めてみたいと悩んでいる方、新分野進出等新規事業に取り組みたい事業所、幅広いビジネス
力を育みたい方のために動画やオンラインでコンサルティング等を行うビジネス講座。

地域福祉活動支援のための福祉バス
　歳出第３款　民生費　【福祉バス運行事業】

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�年間の利用状況および委託料の内訳は。
Ａ．�令和７年度の運行実績は237件で、利用者は3,005人です。福祉バスの委託料については、

運転手１名分の人件費および燃料費、軽微な修繕費等が含まれております。

市民浴場「湯るりさがえ」の今
　歳出第４款　衛生費　【市民浴場管理運営事業】

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�運営形態が指定管理から業務委託に変わったが、現在の状況

は。
Ａ．�指定管理期間は１日平均758人の来場がありましたが、業務

委託期間に移行してからは690人となっています。今後は、
周辺にある最上川ふるさと総合公園やスケートパークの利用
者からも利用してもらえるよう県とも協議してまいります。

６次産業化による本市農産物の高付加価値化
　歳出第６款　農林水産費　【６次産業化推進事業】

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�令和７年度の具体的な成果は。
Ａ．�２月24日にさがえマッチング交流会を開催し、農業者５名、

事業者６名が参加しました。その結果、取引が成約したもの
が１件、共同開発を検討するものが３件、継続して面談する
ものが９件ありました。また、これまでの取り組みにより、
子姫芋のキムチや谷沢梅を使用した梅酒などをはじめ、20
を超える商品が開発されています。 マッチング交流会の様子マッチング交流会の様子
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不要果樹伐採で鳥獣出没を防ぐ
〇 市民生活対策費　市街地指定管理鳥獣出没対策事業　151万円

　市街地での熊出没や目撃情報が増加してることを受け、現場対応する市鳥獣被害対策実施隊の
日当および現場で必要となる消耗品の購入に対応するもの。また、不要果樹伐採補助の申請が多
く寄せられており、今後も申請の増加が見込まれることから追加計上するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�不要果樹伐採に対する増額とのことだが、申請の状況は。ま

た、増額の詳細は。
Ａ．�当初予算において不要果樹伐採については、１本あたり４万

円を上限とし、25本分を予定しておりましたが、すでに26
本分の申請が寄せられています。１本あたりの単価が４万円
以下となっているため予算の範囲内で対応しているところで
すが、これから冬眠に向けて熊が飽食期になる前に不要果樹
伐採に対する要望が増えると想定し、当初予定本数の２倍と
なる50本を補助対象とするべく増額するものです。

新たな源泉の掘削用地確保に向けて
〇 財産管理費　新寒河江温泉管理事業　1,712万円
　新たな温泉源泉の掘削候補地を選定するための調査結果を受けて、有望とされる掘削用地を取
得するための経費および県への温泉掘削許可申請に要する経費を計上するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�委託料として1,700万円が計上されているが、その詳細は。
Ａ．�寒河江市土地開発公社へ、用地取得に向けた業務委託をするための委託料となっており、内

訳として、土地の取得費および測量費、分筆登記等の手数料が含まれています。

令 和 ８ 年 度 補 正 予 算

新病院開院延期を受けての市立病院の見通し
　認第７号　令和７年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�令和７年度の決算を踏まえ、県立河北病院との統合病院開院

が１年延期になったことによる影響をどのように考えている
のか。また、経営強化のための取り組みは。

Ａ．�安全安心な医療を提供するため医療機器の更新を検討するも
のがありますが、今後新病院の整備基本計画や実施設計と整
合性を図りながら効率的で最適な整備を進めてまいります。
経営強化の取り組みとしては、人員確保に注力し、就業支度
金貸与制度の活用促進や任期付職員の採用による医師確保、
山形大学医学部との連携強化を図ってまいります。

鳥獣を招く不要果樹鳥獣を招く不要果樹
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議第41号　寒河江市防災行政無線更新工事請負契約の締結ついて

防災行政無線更新で情報の周知を迅速に
　現行の無線サービスが令和11年５月にサービス終了となることから、新システムへの移行が
必要であり、併せて、スピーカーの高性能化および建柱高の見直しと情報伝達手段の多様化への
対応を目的に更新するため、請負契約を締結するもの。システム更新により、市民への周知の迅
速化、情報伝達の確実性の向上、ランニングコストの低減化が図られる。

【契 約 金 額】３億5,030万円
【契約の相手方】株式会社ハムシステム庄内
【完成予定日】令和10年３月10日
　　　　　　　　（令和８年度：現地調査、建柱箇所地質調査、機器調達・設定）
　　　　　　　　（令和９年度：建柱・既存機器撤去、新機器取付）

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�公募型プロポーザル審査において、今回の業者を選定する上で特に評価された点は。 
Ａ．�音声の聞き取りやすさや入力した文字を音声に変換する機能、操作性のほか、現在の25

ワットの外部スピーカーを50ワットにし、一部では60ワットも併用することなどが評価さ
れ選定されました。

議第42号　社会資本整備総合交付金 市道仲田内ノ袋線道路改良工事請負契約の締結について

道路改良工事による交通環境の改善
　市道仲田内ノ袋線は、現在路面が波打っており車両の走行およ
び歩行者の通行に支障をきたしている。この度246メートルの延
長について歩道も含めた道路改良工事を施工するため、請負契約
を締結するもの。

【契 約 金 額】１億6,280万円
【契約の相手方】楳津建設株式会社
【完成予定日】令和９年３月31日

議第44号　旧幸生小学校改修工事請負契約の締結について

旧幸生小学校を屋内型スケートパークへ
　国の地域未来交付金を財源として、旧校舎を屋内型スケートパークに改修するため、請負契約
を締結するもの。幸生地区の拠点施設である旧幸生小学校において、若者を中心に、スポーツと
ものづくりに関する多面的な利活用を促進することにより、将来、世界で活躍する人材輩出を目
指すとともに、若者との交流を通して中山間集落の地域活力を創出する。

　校 舎 １ 階：�スケートパーク、事務室、ミーティングルーム、
　　　　　　　男女更衣室、多目的トイレ、既存トイレの改修
　校 舎 ２ 階：多目的スペースの中央壁撤去（発明クラブ用）
　グラウンド：一部を駐車場に整備（プール解体含）60台分

【契 約 金 額】２億867万円
【契約の相手方】布施建設株式会社
【完成予定日】令和９年３月31日

市道仲田内ノ袋線市道仲田内ノ袋線
（陵南中学校東側）（陵南中学校東側）

完成イメージ完成イメージ

7 LetterLetter2026.11.05



令 和 ８ 年 ９ 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第35号 寒河江市文化センター空調設備改修工事請
負契約の締結について 

可決
（全会一致） 議第37号 令和７年度寒河江市下水道事業会計利益の

処分及び決算の認定について 
可決および認定
（全会一致）

認第１号 令和７年度寒河江市一般会計歳入歳出決算
の認定について 

認定
（全会一致） 議第38号 令和８年度寒河江市一般会計補正予算（第

４号） 
可決

（全会一致）

認第２号 令和７年度寒河江市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について 

認定
（全会一致） 議第39号 令和８年度寒河江市介護保険特別会計補正

予算（第２号） 
可決

（全会一致）

認第３号 令和７年度寒河江市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について 

認定
（全会一致） 議第40号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部改正について 
可決

（全会一致）

認第４号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について 

認定
（全会一致） 議第41号 寒河江市防災行政無線更新工事請負契約の

締結について 
可決

（全会一致）

認第５号 令和７年度寒河江市介護認定審査会共同設
置特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定
（全会一致） 議第42号 社会資本整備総合交付金　市道仲田内ノ袋

線道路改良工事請負契約の締結について
可決

（全会一致）

認第６号 令和７年度寒河江市財産区特別会計（高松、
醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

認定
（全会一致） 議第43号 河北町の公の施設の設置に関する協議につ

いて 
可決

（全会一致）

認第７号 令和７年度寒河江市立病院事業会計決算の
認定について 

認定
（全会一致） 議第44号 旧幸生小学校改修工事請負契約の締結につ

いて 
可決

（全会一致）

議第36号 令和７年度寒河江市水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について 

可決および認定
（全会一致）

陳 情 審 査 結 果
件　　名 付託委員会 審査結果・対応

選挙における視覚障がい者への情報保障および当事者参画によるアクセシブル情報提供
体制整備に関する陳情書 厚生文教 採択・陳情書の写しを市当局へ送付

提出議案等と採決結果令和８年９月定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

令和８年９月定例会の議案等は
こちらから

【陳情概要】
　下記事項について、陳情します。
　・視覚障がい者に対する選挙情報保障の充実を図ること。
　・投票所における合理的配慮および支援体制の充実を図ること。 
　・視覚障がい当事者団体等への委託やその知見を活用した体制整備を検討すること。 
　・視覚障がい当事者団体との継続的な協議および意見交換の場を設けること。 
　・�情報アクセシビリティ向上に関する取り組みについて、行政DXおよび地域共生社会推進の観点

も踏まえた継続的な検討を行うこと。 

この陳情は厚生文教常任委員会において賛成多数で採択し、市当局へ写しを送付しました。

選挙における視覚障がい者への情報保障および当事者参画によるアクセシブル
情報提供体制整備に関する陳情書  
陳情者：特定非営利活動法人 山形県視覚障害者福祉協会 　会長　鈴木 勝利

陳 情
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録画映像は
こちらから

市…市長答弁　　教…教育長答弁

社会・暮らし　 質問者 経済　 質問者

「いのちと暮らしを守るセーフティネット」
拡充 渡邉 人口減少の原因について 沖津

「さがえトリエンナーレ（仮称）」など
アートによる地域づくり 渡邉 企業誘致とデータセンター誘致について 佐藤(政)

「寒河江百貨店」の位置付けと今後の活用に
ついて 沖津 観光　 質問者

町内会の市報配布負担軽減に向けた、
既存市公式アプリの活用促進 後藤 「稼ぐ観光」への転換について 佐藤(政)

水道事業 荒木 教育　 質問者

健康・福祉　 質問者 新時代に対応する学校教育のアップデート 後藤

障がいのある人もない人も共に生きる
まちづくり 太田(陽) 学校教育 荒木

Ｑ． 一般質問とはなんですか？
Ａ． �議員が市長や教育長などに対し、市政全般についての事務の執行状況

や施策の方針、課題などを質問することです。質問は事前に通告した
内容に沿って一問一答方式で行われます。

太太お
お
お
お

田田たた  

陽陽よ
う
よ
う

子子ここ  

議
員
議
員

問
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
誘

致
や
、
事
業
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る

事
業
所
に
対
し
て
の
支
援
な
ど
で
き
な

い
か
。

市
本
市
の
事
業
所
誘
致
の
可
能
性
が
あ

る
事
業
者
に
対
し
て
は
立
地
条
件
等
の

意
向
を
伺
い
、ま
た
、人
材
確
保
に
課
題

が
あ
る
既
存
の
事
業
所
に
対
し
て
は
国

の
支
援
拡
充
の
情
報
を
把
握
し
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
寒
河
江
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
基
づ
き
、
差
別
解
消
や
人
権
擁
護
実

現
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

市
相
談
体
制
の
強
化
、
小
中
学
校
に
お

け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
、

交
流
の
機
会
確
保
、
差
別
解
消
に
関
す

る
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

お
互
い
に
人
と
し
て
認
め
合
い
、
人
権

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
寒

河
江
市
を
つ
く
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
相
談
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
の
充
実
、
差
別
解
消
の
た
め
地

域
と
の
交
流
な
ど
を
政
策
の
中
心
に
。

問
障
が
い
児
の
相
談
支
援
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
障
が

い
児
が
小
学
校
に
入
学
す
る
際
の
支
援

や
そ
の
対
応
は
。

市
発
達
に
不
安
を
抱
え
る
子
ど
も
に
は

心
理
師
相
談
を
経
て
、
通
所
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
た
め
に
通
所
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。
年
長
児
に
は
就
学
時
面

談
を
勧
め
、
持
つ
力
を
最
大
限
伸
ば
せ

る
就
学
先
を
決
定
し
ま
す
。

就労Ｂ型事業所で働く就労Ｂ型事業所で働く
障がいのある方々障がいのある方々
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

渡渡わ
た
わ
た

邉邉な
べ
な
べ  

賢賢け
ん
け
ん

一一い
ち
い
ち  

議
員
議
員

レジ等改修コストが増え、レジ等改修コストが増え、
複数税率で混乱が危惧される複数税率で混乱が危惧される

中心市街地活性化の鍵となる中心市街地活性化の鍵となる
寒河江百貨店寒河江百貨店

問
減
税
効
果
以
上
に
飲
食
料
品
・
生
活

必
需
品
の
値
上
げ
が
止
ま
ら
な
い
問
題

の
生
活
実
態
把
握
は
。

市
消
費
者
物
価
指
数
等
の
各
種
統
計
調

査
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
市
民
、
事
業

者
の
双
方
が
急
激
な
物
価
上
昇
に
直
面

し
て
い
る
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
機
会
を
捉
え
国
や
県
に
追
加

の
経
済
対
策
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
そ
も
そ
も
購
買
力
の
低
い
社
会
的
弱

者
は
、
減
税
効
果
が
極
め
て
少
な
い
。

さ
ら
な
る
高
齢
者
施
設
や
世
帯
へ
の
重

点
支
援
も
行
う
べ
き
。

市
冬
季
の
灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業
や

除
雪
費
支
給
事
業
な
ど
、
高
齢
者
世
帯

全
て
を
対
象
範
囲
と
す
る
の
で
は
な
く
、

高
齢
の
低
所
得
世
帯
に
絞
っ
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
同
様
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
で

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
れ

　
９
月
の
飲
食
料
品
値
上
げ
件
数
は
、

今
年
最
多
。
今
、
市
民
の
最
大
の
関
心

事
は
、
新
中
学
校
開
校
延
期
や
新
病
院

開
院
延
期
な
ど
の
市
政
課
題
よ
り
異
常

な
物
価
高
。
最
低
賃
金
改
定
予
定
も
実

質
賃
金
は
追
い
付
か
な
い
。

問
２
年
間
の
消
費
税
減
収
に
よ
る
本
市

財
政
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
。

市
国
や
県
の
試
算
を
基
に
、
令
和
７
年

度
の
交
付
額
か
ら
機
械
的
に
算
出
し
た

場
合
、
本
市
へ
の
影
響
額
は
、
地
方
消

費
税
交
付
金
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ

て
、
年
間
３
．
６
億
円
程
度
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

沖沖お
き
お
き

津津つつ  

一一か
ず
か
ず

博博ひ
ろ
ひ
ろ  

議
員
議
員

寒
河
江
百
貨
店
の

位
置
付
け
と
今
後
の
活
用

問
寒
河
江
百
貨
店
の
設
置
目
的
と
位
置

付
け
、
市
民
へ
の
浸
透
状
況
と
認
識
は
。

市
百
の
展
示
物
を
通
し
て
、
市
内
外
の

人
々
の
交
流
拡
大
に
よ
り
新
事
業
を
創

造
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
展
開
を
誘
導

す
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。
催
し
や
空
間
づ
く
り

を
通
し
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
利
用
促
進
と
市
民
参
加
の
具
体
策
と

持
続
可
能
な
運
営
の
考
え
方
は
。

市
中
高
大
学
生
、
市
内
外
の
方
た
ち
と

交
流
を
広
げ
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

た
市
民
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
機
会

を
つ
く
り
、
市
と
運
営
主
体
が
緊
密
に

連
携
し
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
施
設

に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
原
因
と
根
拠
、

そ
の
た
め
の
政
策

問
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
最
大
の
原

因
は
何
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、

そ
の
根
拠
は
。

市
出
生
数
の
減
少
と
高
齢
化
の
加
速
に

伴
う
死
亡
数
の
増
加
に
よ
る
自
然
減
、

加
え
て
進
学
や
就
職
な
ど
を
契
機
と
し

た
若
年
層
の
転
出
者
数
が
転
入
者
数
を

上
回
る
社
会
減
が
要
因
で
あ
る
と
国
勢

調
査
な
ど
を
活
用
し
分
析
し
て
い
ま
す
。

問
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
か
。

市
第
７
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
若
い
世
代
が
自
己
実
現
が
で
き
て

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
と
思
え
る
よ
う
な

働
く
場
の
確
保
や
居
住
環
境
の
整
備
な

ど
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

アプリが普及・定着すれば、アプリが普及・定着すれば、
紙への依存は減らせるはず紙への依存は減らせるはず

寒河江公園からの寒河江公園からの
月山の眺め月山の眺め

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う  

政政ま
さ
ま
さ

人人とと  

議
員
議
員

次
世
代
産
業
を
呼
び
込
む

企
業
誘
致
戦
略

問
国
の
政
策
を
踏
ま
え
た
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ

タ
ル
・
Ｇ
Ｘ
等
を
重
点
誘
致
分
野
と
設

定
す
る
考
え
は
。

市
現
在
の
重
点
誘
致
分
野
と
し
て
は
、

自
動
車
関
連
、
半
導
体
、
Ａ
Ｉ
、
デ
ジ

タ
ル
、
医
薬
品
で
す
。
今
後
、
国
の
成

長
戦
略
を
踏
ま
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド

ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
等
を
重
点
誘
致
分

野
に
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
令
和
８
年
度
中
に
企
業
誘
致
戦
略
を

見
直
し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
次

世
代
産
業
の
誘
致
に
着
手
す
る
考
え
は
。

市
本
市
の
立
地
環
境
を
最
大
限
に
活
か

せ
る
次
世
代
産
業
と
し
て
考
え
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
等

の
分
野
で
の
産
業
集
積
を
図
る
た
め
、

勉
強
会
の
開
催
や
、
核
と
な
る
企
業
の

誘
致
作
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

「
稼
ぐ
観
光
」へ
の

転
換
と
推
進
体
制

問
観
光
と
商
工
等
が
連
携
す
る
推
進
体

制
を
構
築
し
、「
稼
ぐ
観
光
」
を
実
践

す
る
決
意
は
。

市
観
光
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
着
目

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

ま
た
、
民
間
事
業
者
と
の
協
議
の
場
を

設
け
、
検
討
・
協
議
し
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
地
域
体
制
の
形
成
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
さ
く
ら
ん
ぼ
観
光
を
起
点
に
、
令
和

９
年
度
か
ら
の
具
体
的
な
市
内
周
遊
と

消
費
拡
大
の
推
進
に
対
す
る
決
意
は
。

市
フ
ル
ー
ツ
狩
り
と
組
み
合
わ
せ
て
周

遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
発
信

を
す
る
な
ど
、「
稼
ぐ
観
光
」
に
つ
な

が
る
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
重
点
的
に

展
開
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
財
源
の
確

保
と
事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

後後ごご

藤藤と
う
と
う
健健け
ん
け
ん
一一い
ち
い
ち
郎郎ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

学
校
教
育
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

問
特
に
小
学
校
低
学
年
児
童
の
帰
宅
時

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
用
冷
凍
庫
を
設
置
し
て
は
。

教
販
売
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー

は
、
28
度
以
下
で
凍
る
タ
イ
プ
の
も
の

や
、
気
化
熱
を
利
用
し
て
冷
や
す
タ
オ

ル
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

使
用
状
況
や
学
校
・
学
年
の
規
模
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
保
護
者
世
代
と
は
求
め
ら
れ
る
人

材
・
業
種
が
変
わ
っ
た
Ａ
Ｉ
時
代
。
ど

ん
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

教
働
く
こ
と
の
目
的
・
意
義
に
つ
い
て

の
学
習
や
、
家
事
体
験
、
職
業
講
話
、

職
場
体
験
、
自
分
の
適
性
や
進
路
に
つ

い
て
の
学
習
な
ど
の
ほ
か
、
課
題
探
究

学
習
を
通
し
て
、
地
元
企
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
負
担
軽
減
へ

市
ア
プ
リ
活
用
促
進
を

問
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
で
町
内
会
役

員
の
負
担
増
。
広
報
等
の
配
布
負
担
軽

減
へ
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
活
用
を

図
る
べ
く
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。
市
報
の
発
行
回
数
に

つ
い
て
は
、
ア
プ
リ
の
普
及
状
況
や
町

会
役
員
の
ご
負
担
も
踏
ま
え
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
使
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
ス
マ
ホ
操
作
が
苦
手
な
方
や
ア
プ

リ
に
抵
抗
が
あ
る
方
へ
の
定
着
支
援
策

は
。 

市
市
報
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
周
知

す
る
ほ
か
、
家
族
か
ら
の
支
援
が
難
し

い
方
に
は
公
民
館
等
で
操
作
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
登
録
方
法
や
基
本
操
作

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
無

理
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
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議会日誌
　寒河江市議会は様々な分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会と語る会の様子や姉妹都市との交流などについてお伝えします。

議会日誌
　寒河江市議会は様々な分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は各委員会での視察の状況などについてお伝えします。

録画映像は
こちらから

学
校
教
育

荒荒あ
ら
あ
ら

木木きき  

春春は
る
は
る

吉吉き
ち
き
ち  

議
員
議
員

問
７
月
22
日
に
陵
南
中
学
校
で
学
区
議

員
と
語
る
会
が
あ
っ
た
。
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
後
の
学
力
向
上
策
は
。

教
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
読
解
力

の
育
成
、
授
業
内
容
と
直
接
結
び
付
く

予
習
的
課
題
や
授
業
を
振
り
返
り
学
習

の
定
着
を
図
る
復
習
的
課
題
な
ど
の
質

の
高
い
家
庭
学
習
の
実
践
に
、
特
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革
策
は
。

教
部
活
動
改
革
の
ほ
か
、
１
人
１
台
端

末
、
ア
プ
リ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
会
議
や
各
種
お
知
ら
せ
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
学
校
へ
の
各
種
支
援
員
等
の
配

置
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

問
県
内
自
治
体
に
お
け
る
水
道
管
の
耐

震
化
状
況
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
本

市
の
耐
震
化
率
と
今
後
の
対
策
は
。

市
本
市
水
道
管
の
総
延
長
の
内
45
．９
％

が
耐
震
性
の
あ
る
耐
震
適
合
管
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
上
下
水
道
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
、
配
水
池
や
避
難
所
等
の
重

要
な
施
設
に
接
続
す
る
水
道
管
の
耐
震

化
を
重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
現
在
、
村
山
広
域
水
道
で
は
料
金
改

定
の
検
討
を
し
て
い
る
。
本
市
の
料
金

改
定
の
経
過
、
経
営
状
況
、
将
来
像
は
。

市
平
成
30
年
に
引
き
下
げ
改
定
を
実
施

し
県
内
13
市
比
較
で
、
低
い
方
か
ら
４

番
目
で
す
。
経
営
状
況
は
年
々
厳
し
く

な
り
、
今
後
の
水
需
要
や
耐
震
化
工
事

等
の
見
通
し
を
整
理
し
、
改
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

只今水道管只今水道管
耐震化工事中耐震化工事中

　
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会
で
は
、

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
お
よ
び
議
会
機

能
の
維
持
・
向
上
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
市
民
、
企
業
・
団
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
意
見
交
換
会
の
結
果
を

整
理
し
、
議
員
報
酬
改
定
の
方
向
性
に
つ

い
て
議
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
開
催
の
全
員
協
議
会
に
て

「
議
員
報
酬
改
定
検
討
に
関
す
る
報
告
書
」

を
全
議
員
で
確
認
、
賛
成
多
数
に
よ
り
議

員
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て
市
長
へ
申
し
入

れ
る
こ
と
を
決
定
。
同
月
25
日
、
当
該
報

告
を
議
長
か
ら
市
長
へ
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
議
員
報
酬
改
定
検
討
に
関
す
る

　
　
　
　
　
報
告
書
を
市
長
へ
提
出

柏倉議長から齋藤市長へ柏倉議長から齋藤市長へ
議員報酬改定について申し入れ議員報酬改定について申し入れ
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議会日誌
　寒河江市議会は様々な分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会と語る会の様子や姉妹都市との交流などについてお伝えします。

十日町市では廃校を十日町市では廃校を
アートによる地域づくり拠点にアートによる地域づくり拠点に

　当委員会では、２年間にわたり学校再編に係る様々な
問題について先進地域のモデルを参考に調査・研究をし
てまいりました。
　今回は新潟県の山間部に行きましたが、どこの地でも
空き家と学校の統合再編を問題視していました。十日町
市では、アートによる地域づくりとして、集落の中心で
あった学校を活用し、３年に一度大々的に芸術祭を行っ
ています。地域住民が芸術家や地域おこし協力隊ととも
に作品を制作し、廃校が「地域の誇り」として再認識さ
れ活気づいていました。先進的な取り組みは大変参考に
なりました。

７月15日 新潟県魚沼市　学校再編に係るスクールバス運営
７月16日 新潟県十日町市　廃校の利活用
７月17日 新潟県長岡市　子育てと防災の複合拠点施設
　　　　　　　　　　　 （子育ての駅ぐんぐん）

 行政視察
 　厚生文教常任委員会

道の駅とみうら枇杷倶楽部を道の駅とみうら枇杷倶楽部を
現地で視察現地で視察

７月28日 千葉県君津市　君津市商工・観光アクションプラン 
７月29日 千葉県南房総市　道の駅を拠点とした観光振興
　　　　 千葉県鋸南町　都市交流施設・道の駅 保田小学校
７月30日 千葉県市原市　リノベーションまちづくり

　南房総市は、市内に８つの道の駅を有しており、地域
の特徴を活かしながら、単なる休憩施設・物販ではなく、
農林水産業の振興、観光誘客、商品開発、地域雇用、情
報発信、防災・生活支援を結び付ける総合的な地域経営
の拠点として運営しています。また、小さな観光資源を
広域的に束ねてパッケージ化し、一括受発注システムに
よる観光客誘致を行っていました。
　当委員会では、この先進的な取り組みを参考に、道の
駅寒河江チェリーランドを核とした観光振興施策の検討
をすすめてまいります。

 行政視察
 　総務産業常任委員会

久喜市にて説明を受ける議員久喜市にて説明を受ける議員

10月14日 埼玉県久喜市　久喜市議会ハラスメント防止条例
10月15日 埼玉県所沢市　政策討論会の取組について
　　　　　　　　　　　 議会評価について

　久喜市は、令和７年12月23日に久喜市議会ハラスメン
ト防止条例を制定し、ハラスメントの根絶と未然防止に
取り組んでいます。条例制定までの経過や現在の運用状
況を伺い、市民のみならず社会からの信用および信頼を
失うハラスメントに対して、根絶の必要性と未然防止の
重要性を再確認しました。先進地の事例を参考に、現状
の把握や条例制定を前向きに検討する必要があると考え
ます。
　今後も当委員会では、議会の円滑な運営に加え、市民
に開かれた信頼される議会の実現を目指し、取り組みを
推進してまいります。

 行政視察
 　議会運営委員会

13 LetterLetter2026.11.05



■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

日 月 火 水 木 金 土
11/
22

23 24
招集告示

25 26
請願・陳情
締切日

27
議会運営委員会

28

29 30 12/1 2
本会議

（議案説明）

3
議案調査日

4
議案調査日

5

6 7
本会議

（一般質問）

8
議案調査日

9
議案調査日

10
本会議

（一般質問）

11
本会議(質疑)、
予算特別委員会、
委員会・分科会

12

13 14
委員会・分科会

15
事務処理日

16
事務処理日、
議会運営委員会

17
予算特別委員会、
本会議（採決）

18 19

12月定例会の日程（予定）

編 集 後 記

議会広報委員会　古沢 清志

傍聴を希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分です。日程が変更になる
場合や傍聴をご遠慮いただく場合があります。

請願・陳情の締め切り
　12月定例会の請願・陳情は「11月26日(木)正午まで」に議
会事務局へご持参ください。

　今年の夏は、全国的に様々な災害が発生し、自然
の恐ろしさを実感しているところです。７月には震
度７の揺れを観測した熊本地震、８月には千葉県内
において線状降水帯による豪雨で多くの方が被害に
遭われました。その後も次々と国内各地が災害に遭
い、また海外に目を向けると、ネパール・中国の国
境地帯で大規模な土石流により多くの家屋が押し流
され、人的被害も出ています。今後ますます地球温
暖化が進み、被害も大きくなっていくと予想されま
す。
　自然災害はいつ発生するか分かりません。起きて
も負けない避難の道を探って対処していく以外に方
法はないかと思います。本市においても大きな災害
に備え、万全の体制を取っておくべきと考えます。

より近くに
時代に合わせた発信

寒河江市議会では、ＳＮＳによる情報発信を行っ
ております。
いいね！やフォロー、よろしくお願いします。

市議会ホームページを
見てみませんか

　寒河江市議会では「開かれた議会」を実現するため、
ホームページで議案書等の公開や本会議等のインター
ネット中継を行っています。市議会の活動や市政の状況
を知ることができますので、ぜひご活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へ
お問い合わせください。

○議会事務局
　０２３７－８５－１８９９

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai

　さがえ市議会だより「Letter」について、10月２日
に茨城県下妻市議会の広報広聴委員会、27日に福島県
須賀川市議会の議会広報常任委員会の皆さんが視察のた
め来寒され、当市議会広報委員会の正副委員長が取り組
みについて説明しました。
　引き続き、手に取ってもらえ情報が伝わる議会だより
の編集に努めてまいります。

さがえ市議会だより「Letter」に
関する視察の受け入れ

寒河江市議会
ホームページ

議会だより「Letter」へのご意見、
ご感想をお待ちしております。

アンケートはこちらから！

＠sagae_gikai
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